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7月
（文月） JULY
18日・海の日

海の日は、７月の第３月曜日で、「海の恩
恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を
願う」と、国民の祝日に関する法律（祝日法）
に、その意味が書かれています。平成７年の
祝日法改正により、翌８年から実施。当初は
前身である海の記念日の７月20日でしたが、
平成15年から現行に改められています。

国　税／6月分源泉所得税の納付 7月11日
国　税／納期の特例を受けた源泉所得税（1月〜6月分）の納付

7月11日
国　税／所得税予定納税額の減額承認申請 7月15日
国　税／所得税予定納税額第1期分の納付 8月1日
国　税／5月決算法人の確定申告（法人税・消費

税等）、11月決算法人の中間申告 8月1日
国　税／8月、11月、2月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 8月1日
地方税／固定資産税（都市計画税）第2期分の納付

市町村の条例で定める日
労　務／社会保険の報酬月額算定基礎届 7月11日
労　務／労働保険料（概算・確定）申告書の提出・

（全期・１期分）の納付 7月11日
労　務／障害者・高齢者雇用状況報告 7月15日
労　務／労働者死傷病報告（4月〜6月分） 8月1日

海の日

7 月 の 税 務 と 労 務
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ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸

借
契
約
は
、
い
わ
ゆ
る
契
約
自
由
の

原
則
に
よ
り
、
賃
貸
人
・
賃
借
人
双

方
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
契
約
の
際
に
は
、

一
般
的
に
、
賃
料
の
他
に
敷
金
や
礼

金
が
賃
貸
人
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
う
ち
敷
金
に
つ
い
て
は
、
家

賃
の
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
や
建
物
に

著
し
く
損
傷
が
あ
っ
た
場
合
の
担
保

と
し
て
預
か
る
た
め
、
退
去
時
の
状

況
に
よ
り
、
賃
借
人
に
返
還
さ
れ
る

額
が
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
退
去
時

に
ど
ち
ら
の
負
担
で
「
原
状
回
復
」

を
す
る
の
か
を
巡
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

今
春
、
賃
貸
借
契
約
時
に
支
払
っ

た
保
証
金
の
う
ち
退
去
時
未
返
還
分

の
支
払
い
を
求
め
る
賃
借
人
の
訴
え

を
却
下
す
る
最
高
裁
判
決
が
あ
り
ま

し
た
。
注
目
さ
れ
る
判
決
で
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
最
高
裁
判
決
の
概
要

争
い
の
基
と
な
っ
た
賃
貸
借
契
約

で
は
、
契
約
締
結
時
に
保
証
金
と
し

て
四
〇
万
円
を
賃
貸
人
に
支
払
い
、

退
去
時
ま
で
の
経
過
年
数
に
応
じ
、

一
年
未
満
の
退
去
な
ら
四
〇
万
円
の

う
ち
一
八
万
円
を
、
二
年
未
満
の
退

居
な
ら
四
〇
万
円
の
う
ち
二
一
万
円

を
賃
貸
人
が
い
わ
ゆ
る
「
敷
引
金
」

と
し
て
取
得
し
、
残
額
を
賃
借
人
に

返
還
す
る
と
と
も
に
、
敷
引
金
は
通

常
損
耗
に
よ
る
原
状
回
復
費
用
に
充

て
、
未
納
家
賃
や
損
害
金
が
あ
る
時

は
、
敷
引
金
か
ら
で
は
な
く
、
賃
借

人
に
返
還
す
る
残
額
か
ら
控
除
す
る

特
約
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

賃
借
人
は
、
一
年
八
カ
月
居
住
後

に
退
去
し
ま
し
た
が
、
入
居
時
に
支

払
っ
た
保
証
金
四
〇
万
円
の
う
ち
敷

引
金
二
一
万
円
を
控
除
し
た
残
額
一

九
万
円
し
か
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
通
常
損
耗
等
の
補
修
費
用
は
通

常
、
賃
料
に
含
ま
せ
る
も
の
な
の
に
、

賃
料
に
加
え
て
通
常
損
耗
等
の
補
修

費
用
を
負
担
さ
せ
る
特
約
は
、
賃
借

人
に
二
重
の
負
担
を
負
わ
せ
る
不
合

理
な
特
約
で
あ
り
、
信
義
則
に
反
し

て
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者

契
約
法
一
〇
条
に
よ
り
無
効
と
し
て

全
額
返
還
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

消
費
者
契
約
法
一
〇
条
と
は
、
任

意
規
定
の
適
用
に
よ
る
場
合
に
比
べ
、

消
費
者
の
権
利
を
制
限
し
、
ま
た
は

消
費
者
の
義
務
を
加
重
す
る
消
費
者

契
約
の
条
項
で
、
民
法
第
一
条
二
項

に
規
定
す
る
基
本
原
則
（
権
利
の
行

使
及
び
義
務
の
履
行
は
、
信
義
に
従

い
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
＝
信
義
則
）
に
反
し
て
消
費
者
の

利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
も
の
は
無

効
と
す
る
、
と
い
う
規
定
で
す
。

判
決
で
は
、
消
費
者
契
約
法
一
〇

条
に
よ
り
特
約
が
無
効
か
ど
う
か
を

検
討
。
ま
ず
、
賃
借
人
は
特
約
の
な

い
限
り
、
通
常
損
耗
等
に
よ
る
補
修

費
用
を
負
担
す
る
義
務
を
負
わ
な
い

の
に
、
こ
の
特
約
は
任
意
規
定
の
適

用
に
よ
る
場
合
に
比
べ
賃
借
人
の
義

務
を
加
重
す
る
、
と
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
特
約
に
は
敷
引
金

の
額
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
契
約
締

結
は
こ
れ
を
賃
借
人
が
明
確
に
認
識

し
合
意
し
て
い
る
の
で
二
重
負
担
と

は
い
え
な
い
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
消
費
者
契
約
で
あ
る
居

住
用
建
物
の
賃
貸
借
契
約
に
付
さ
れ

た
敷
引
特
約
は
、
当
該
建
物
に
生
ず

る
通
常
損
耗
等
の
補
修
費
用
と
し
て

通
常
想
定
さ
れ
る
額
、
賃
料
の
額
、

礼
金
等
他
の
一
時
金
の
授
受
の
有
無
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及
び
そ
の
額
等
に
照
ら
し
、
敷
引
金

の
額
が
高
額
に
過
ぎ
る
と
評
価
す
べ

き
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
賃

料
が
近
傍
同
種
の
建
物
の
賃
料
相
場

に
比
し
て
大
幅
に
低
額
で
あ
る
な
ど

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
信
義
則

に
反
し
て
消
費
者
で
あ
る
賃
借
人
の

利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
消
費
者
契
約
法
一
〇
条
に
よ

り
無
効
と
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
」

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
本
件
に
つ
い
て
は
、

敷
引
金
の
額
が
通
常
損
耗
等
の
補
修

費
用
と
し
て
通
常
想
定
さ
れ
る
額
を

大
き
く
超
え
る
も
の
と
は
い
え
ず
、

ま
た
、
経
過
年
数
に
応
じ
て
賃
料

（
九
万
六
千
円
）
の
二
倍
弱
〜
三
・
五

倍
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
礼
金
等
の
一
時
金
の
支
払
義

務
も
無
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
敷
引
金

の
額
が
高
額
に
過
ぎ
る
と
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
特
約
は
、
消
費
者

契
約
法
一
〇
条
に
よ
り
無
効
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
結
論

に
至
っ
て
い
ま
す
。

◎
判
決
の
ポ
イ
ン
ト

通
常
損
耗
等
の
補
修
費
用
は
賃
料

に
含
ま
せ
て
そ
の
回
収
を
図
る
の
が

通
常
で
す
が
、
契
約
書
に
そ
の
負
担

額
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
合
意
が

成
立
し
て
い
る
と
見
て
、
補
修
費
用

を
賃
借
人
が
負
担
し
て
も
二
重
負
担

と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
契
約
書
に
明
記
す
る
こ
と
は
、

通
常
損
耗
等
の
補
修
費
用
を
巡
る
紛

争
防
止
の
観
点
か
ら
も
不
合
理
な
も

の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
通
常
損
耗
等
の
補
修
費

用
の
額
が
妥
当
か
ど
う
か
の
情
報
を

賃
借
人
は
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
賃

借
人
が
一
方
的
に
不
利
に
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
敷
引
金
の
額
が
高
額

か
否
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

◎
国
土
交
通
省
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

国
土
交
通
省
で
は
、
原
状
回
復
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
こ
と
か
ら
、

平
成
十
年
に
、
こ
の
防
止
の
た
め
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
、
そ
の
後
、

改
訂
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
は
法
的
な
強
制
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
み

る
と
、
原
状
回
復
と
は
、
賃
借
人
の

居
住
、
使
用
に
よ
り
発
生
し
た
建
物

価
値
の
減
少
の
う
ち
、
賃
借
人
の
故

意
・
過
失
、
善
管
注
意
義
務
違
反
、

そ
の
他
通
常
の
使
用
を
超
え
る
よ
う

な
使
用
に
よ
る
損
耗
・
毀
損
を
復
旧

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
費
用
は
賃
借

人
負
担
で
す
が
、
経
年
変
化
、
通
常

の
使
用
に
よ
る
損
耗
等
の
修
繕
費
用

は
、
賃
料
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
原
状
回
復
は
、
賃
借
人

が
借
り
た
当
時
の
状
態
に
戻
す
こ
と

で
は
な
い
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
ま

す
。
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印鑑のいろいろ

個人で使う印鑑には「実印」「銀行印」
「みとめ印」があります。

実印とは、市区町村の役所に登録してあ
って、印鑑証明書を受けられる印鑑のこと。
登録できるのは１人１本で法的な効力があ
ると同時に契約者が「本人である」ことの
証明になります。そのため、不動産購入や
婚姻届、保険加入、遺産の相続といった重
要な契約で使われます。万一紛失した時は、
すぐに登録している役所に届け出ましょ
う。これで印鑑証明書の交付をストップさ
せることができます。その上で改印届けを
出します。紛失した実印で行った契約はそ
のままで大丈夫です。

銀行印は、口座を開設する時に金融機関
に届ける印鑑です。実印を使う人もいます
が、紛失や盗難に遭った時のことを考えて
別にすることをおすすめします。

みとめ印は暮らしの中で使うことが多い

のですが、捺印したことで印鑑の効力が発
生することは頭に入れておきましょう。

現在「印鑑社会」になっているのは日本、
中国、台湾、韓国の４ヶ国とされています
が、歴史を遡ると紀元前のメソポタミア地
方にそのルーツがあると言われています。
また、旧約聖書の中にも印鑑について言及
されているそうで、その昔はヨーロッパで
もサインより印鑑社会だったのかもしれま
せん。日本での最古の印鑑はご存じ「漢倭
奴国王」という金印で紀元前57年に中国・
光武帝から贈られたものです。現在の制度
になったのは、明治時代からです。

さて、日本のお札を見てみると、表には
「総裁之印」、裏は「発券局長」の印影が押
されています。しかも表面は「印てん」と
いう京印章、裏面は「小てん」という東京
風と書体を替えてあるのだそうです。

人生の大きな節目に使う実印。実印を持
つということは、名実ともに社会人になる
ということかも知れません。
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「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
は
、

厚
生
労
働
省
が
先
発
医
薬
品
と
同
等

と
認
め
た
医
薬
品
の
こ
と
。

医
薬
品
の
開
発
に
は
巨
額
の
資
金

と
年
月
が
か
か
る
た
め
、
特
許
期
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
許

が
満
了
し
た
医
薬
品
を
、同
じ
成
分
、

同
じ
効
き
目
の
「
後
発
」
医
薬
品
と

し
て
製
造
・
販
売
し
て
い
る
の
が
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
。
す
で
に
使
用
さ
れ
て

い
る
医
薬
品
の
た
め
臨
床
試
験
が
不

要
で
研
究
開
発
費
の
コ
ス
ト
が
大
幅

に
低
い
分
、
安
価
に
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
先
発
医
薬
品
と
全
く
同

じ
な
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
主
成
分
が
同
じ
で
も
製
法

や
添
加
物
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
、

効
き
方
に
微
妙
に
違
い
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
は
「
先
発
医
薬
品
と
似

て
い
る
け
れ
ど
違
う
薬
」。
し
か
し
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
方
が
改
良
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
効
果
に
違

い
が
な
け
れ
ば
お
得
で
す
。

格安航空会社（LCC）

今、注目されているのが「格安航空会
社」、いわゆるローコストキャリア（LCC）
です。これまで格安で飛行機に乗ろうと
思ったら「格安航空券」が主流でした。
この２つ、一体どこが違うのでしょうか。
「格安航空券」とは、航空会社が旅行会社
に卸している割引料金の航空券のこと。
旅行会社からのみ購入できるチケットで
す。

対して「格安航空会社」とは、効率化
や経費削減により、安い運賃で旅客サー
ビスを提供する航空会社を言います。食
事や飲み物といった機内サービスの省略
または有料化、座席指定不可、予約や購
入がインターネットのみ、さらにはトイ
レの有料化、立ち席の検討など徹底した
コスト削減で、格安航空券よりも安い料
金が実現するという仕組みです。

日本にも、茨城・上海間4,000円の料金
で話題になった春秋航空が参入し、今後
も続々と就航する予定です。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品


